
資料１－１  
宮城県国民健康保険審査会会長の専決に関する規程の制定について 

 

１ 目的 

審査請求事案について、審査請求書に形式的な不備があるなど、規定により却下

処分が妥当な軽微な案件についても、現行の制度では、却下するために審査会を開

催する必要がある。 

このような事案について、審査会を開催せずに処理を行えるよう、会長専決事項

を定めた規程を制定するもの。 

 

２ 背景 

今年４月に審査請求があり、審査請求書に不備があったため補正を命じたが、審

査請求人から補正書の提出がなかった。このため、規定により、却下処分が妥当と

考えているが、却下をするために審査会を開催する必要がある。 

  【参考：却下妥当と判断した経緯】 

   ・令和７年４月２３日  

審査請求人が事務局へ審査請求書を提出。 

・４月２５日  

    事務局で内容を確認したところ、審査請求書の趣旨及び理由の記載に不備が

あったため、行政不服審査法第２３条の規定により、事務局から審査請求人へ

補正命令書を送付（期限 ５月１６日）。 

・５月２６日  

事務局から審査請求人へ補正命令書を再度送付（期限 ６月２０日）。 

   ・６月２０日以降  

    再度補正を促したにも関わらず期日までに審査請求人から補正書の提出が 

なかったため、同法第２４条第１項の規定により却下処分が妥当と判断。 

 

各市町村では、不服申し立てができる処分を行う際には、行政不服審査法の規

定により処分の通知書等に審査請求できる旨の教示文を記載している。 

このため、本来の審査請求の申し立ての対象でない理由（保険料が高い等）に

よる審査請求に係る照会が度々あり、事務局で対応している。 

特に、令和８年度からは、子ども子育て支援金が新たに保険料に加わるため、

本来の審査請求の申し立ての対象でない制度変更を理由とする審査請求及び却下

案件の増加が想定される。 

 

３ 規程の案 

  資料１－３のとおり 

 

４ 審査会後の処理 

審査会において、会長専決事項を定めた規程を議決し、制定。 

その後、制定した規程に基づき、今回の審査請求事案について会長が専決処分を

行う。 



 
参考：教示文の例（仙台市保険料決定通知書の一部） 


